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〇年代に急速な工業化を象徴する社会問題の舞台となった。ひとつが環境問題である。蔚山工業団地周辺は一九七〇年代初頭から大気汚染が問題化していたが、一九八〇年代に入ってさらに深刻化した。また石油化学と並んでアルミや亜鉛など非鉄金属の精錬工場やパルプ工場が密集していた温山工業団地の場合、一九七〇年代末から大気汚染と並んで水質汚染も深刻化した。一九八五年には温山地区住民五〇〇人にイタイイタイ病と同様の症状がみられたこと マスコミで「温山病」として取り上げられた。ここでの公害対策の特徴は、原因の究明がなされることなく、工場近隣の住民を政府 移住させるという措置がとられたことである。政府は財政支出に加えて立地企業にも一部費用を負担させ、一九八六年から九一年の間に一万世帯以上の住民に補償金を与えて移住させた。移住後の土地は工業用地に転用されたとされ、政府は公害問題の解決よりも開発 継続を優先させたといえる　
もうひとつは労働運動の高まり





までの韓国経済の成長は、石油精製・石油化学、造船、自動車など重化学工業製品の輸出が牽引した。これにより蔚山は好景気に沸いた一九九七年七月には蔚山市は広域市に昇格した。しかし、二〇一〇年代に入ると中国企業の台頭やウォン高円安など 主力輸出商品の輸出が低迷し、蔚山にも長期不況の影が忍び寄っている。創業以来四〇年、人員整理を実施していなかった現代重工業も二〇一二年一〇月に初めて希望退職を実施した。二〇一五年初には大々的なリストラの実施を発表し 約二〇年ぶりに組合によるストライキも復活した。蔚山はこのまま製造業の停滞と共に沈んでいくのであろうか、それとも競争力 回復あるいは産業転換の成功 よって再び光を取り戻すのであろうか。（あべ
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